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毎
月
１
日
発
行

広
報
か
が
み
の

『
鏡
野
町
の
文
化
財
』刊
行

３
月
12
日
、
上
齋
原
恩
原
湖
周
辺
に
所
在
す
る
旧

石
器
時
代
の
遺
跡
「
恩
原
遺
跡
群
」
の
一
部
（
上
齋
原

２
１
５
４
番
２
・
２
１
５
４
番
８
、
面
積
１
５
８
，

４
２
４
㎡
）
が
岡
山
県
重
要
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

恩
原
遺
跡
群
は
昭
和
59
〜
平
成
９
年
に
か
け
て
、

岡
山
大
学
考
古
学
研
究
室
を
中
心
と
す
る
恩
原
遺
跡

発
掘
調
査
団
に
よ
り
恩
原
１
・
２
遺
跡
が
発
掘
調
査

さ
れ
、
約
３
万
年
前
か
ら
の
５
つ
の
時
期
に
わ
た
る

旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
の
生
活
の
跡
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
石
器
製
作
や
、
火
が
使
用
さ
れ
た

場
所
の
発
見
は
、
西
日
本
の
旧
石
器
時
代
研
究
を
前

進
さ
せ
、
学
術
上
の
価
値
が
非
常
に
高
く
、
こ
の
こ

と
が
今
回
の
県
指
定
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、「
山
田
養
蜂
場
創
業
六
〇
周
年
事
業
」
基
金
事
業
の
一
環
で
、
鏡
野
町
内
の
文
化
財
を
紹
介
し

た
冊
子『
鏡
野
町
の
文
化
財
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

合
併
前
の
４
町
村
で
指
定
さ
れ
て
い
た
町
・
村
指
定
文
化
財
は
、
合
併
後
も
引
き
続
き
指
定
文
化
財
と
し

て
扱
わ
れ
、
現
在
は
１
５
０
件
も
の
町
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
国
指
定
２
件
、
県

指
定
11
件
、
国
登
録
文
化
財
35
件
の
文
化
財
が
存
在
し
ま
す
。

『
鏡
野
町
の
文
化
財
』
で
は
、
こ
れ
ら
町
内
に
あ
る
指
定
・
登
録
文
化
財
を
す
べ
て
掲
載
し
、
鏡
野
町
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
の
執
筆
に
よ
り
概
要
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
文
化
財
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
普
段
よ
く
目
に
し
て
い
る

も
の
も
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。

Ａ
４
判
１
２
４
ペ
ー
ジ

で
、
写
真
は
す
べ
て
カ
ラ

ー
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
，
０
０
０
部
刊
行
し
、

町
内
の
公
民
館
・
学
校
・
図

書
館
、
県
内
の
図
書
館
や

公
共
機
関
へ
配
布
し
、
残

り
は
ご
希
望
の
方
に
１
部

５
０
０
円
で
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
館
窓
口
、
奥
津
歴
史
資

料
館
、
上
齋
原
公
民
館
、

泉
公
民
館
、
富
公
民
館
の

各
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
町
内
に

あ
る
文
化
財
を
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　

鏡
野
町
生
涯
学
習
課
（
ペ
ス
タ
ロッ
チ
館
内
）
担
当
：
日
下
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重
要
文
化
財
に
指
定


